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V317a 速報実証衛星ARICAのプロジェクト進捗状況
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AGU Remote Innovative Cubesat Alert system (ARICA)は民生用通信端末を用いて突発天体のための速報シ
ステムを構築し、機上運用実証を行う 1U CubeSat プロジェクトである。現行の速報システムでは観測衛星の周
回軌道上に地上局を設置する方法やNASAのデータ中継衛星を利用する方法がとられている。しかし、これらの
方法では多くの地上局設置やそもそも利用できるかという問題があり、小規模なプロジェクトでは困難である。
そこで、我々は Iridium Communication社とGlobalstar社の提供する二つの民生用衛星通信端末に注目した。こ
れらが突発天体の速報システムとして適しているのかを実証することが ARICAの目的となる。また、コストと
実現性を考慮し、宇宙空間での運用実証の手段として、超小型人工衛星 CubeSat（1U: 10cm角）の導入に至っ
た。ARICAは JAXAの革新的衛星技術実証２号機に採択され、2021年度（予定）の打ち上げが決定している。
本プロジェクトでは、民生通信端末を用いた速報システムの他に、通信の常時性を確認する目的で、GAGGシ

ンチレータのガンマ線検出器を搭載し、そのデータを毎分ダウンリンクする。運用期間は半年を想定し、その間
に、機上から地上速報までの遅延時間、コマンドの成功率、実行までの遅延時間等を検証する。これまでに民間
用通信端末の地上性能評価試験やガンマ線検出器の性能評価等を実施した。ミッション機器を搭載する合計５枚
の基板設計はほぼ最終段階に来ている。また、今回用いる通信端末は一度に通信できるデータサイズが限られて
おり、すべての情報を送信するのは困難なため、必要な情報のみを抽出するデータ設計も行った。本発表ではミッ
ション機器の評価試験、設計した基板の性能評価、そして、データ設計を含めた進捗状況を報告する。


